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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計
４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

5.10『いいな～、はやく大きくなりたいな…』
（４月27日・新町保育所にて）
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市の人口　50,454 人
男　24,767人　（25,151人）
女　25,687人　（25,894人）

世帯数　21,254 世帯
　　　　（21,453 世帯）



( 2 )

第一民生委員児童委員協議会 第二民生委員児童委員協議会 第三民生委員児童委員協議会
担当地区 氏　　名 電話番号 担当地区 氏　　名 電話番号 担当地区 氏　　名 電話番号
新 町 高　橋　　　厳 23-3090 山 田 町 白 川 光 治 29-1831 本町・田名部町 向 井 正 夫 22-1516
〃 小 関 祥 子 23-5006 〃 阿 部 英 子 24-3296 柳町一丁目 渡 部 信 夫 22-1412
〃 東　　　やう子 23-2291 〃 中　村　つや子 24-3857 柳町二・三丁目 河 村 健 治 22-4383
〃 石 田 光 枝 22-4648 荒川町・松森町 佐 藤 幹 雄 24-3976 〃 菊 池 幸 作 23-2041
〃 野 澤 さ な 22-2314 文 京 町 石 田 忠 哉 24-2052 柳町四丁目

女 館 米 内 か つ 22-6080
〃 向　井　　　仁 22-8848 〃 山　下　　　博 24-2937 柳町四丁目 増 田 弘 子 22-4162

海老川町 眞 手 ス エ 22-1089 旭 町 飯 田 勝 利 29-1999 横迎町一・二丁目 河 村 虎 順 22-1686
〃 井戸端　隆　雄 22-1079 〃 川 村 貞 子 29-1481 〃 石 田 文 次 22-2434
〃 大久保　三　郎 23-2831 大 平 町 長　濱　　　操 29-1762 横迎町二丁目 長 岡 哲 夫 22-3556
〃 橋 本 秀 子 22-3095 〃 武 川 則 男 29-1663 上 川 町 木　村　　　博 22-8449

昭 和 町 濱 谷 伸 雄 22-4013 〃 加 藤 和 子 24-1397 〃 阿 部 和 子 22-3935
〃 工 藤 誠 一 22-8520 〃 善 甫 憲 義 24-3621 小川町一丁目 佐々木　と　め 22-5021
〃 宮　下　るり子 22-2475 並 川 町 佐 藤 啓 子 24-2963 〃 櫻 井 の り 22-4095

緑 町 上　山　　　君 22-6086 大湊新町 永久井　　　續 24-1946 小川町一・二丁目 出 町 京 子 22-3377
〃 成 田 テ ル 22-8247 〃 越 前 キ ミ 24-1340 〃 越 膳 信 立 22-3635

下 北 町 中 西 芳 孝 22-2696 大湊浜町 高 橋 英 子 24-1254 小川町二丁目 菊 池 敏 子 22-3654
〃 戸　川　美重子 22-6886 〃 新　谷　たま子 24-4279 栗 山 町 菊 池 美 代 22-3746

仲 町 奈 良 和 子 23-3456 大湊上町 舩　木　　　衛 24-3338 椛 山
尻釜・宮後 齊　藤　　　茂 23-3651

〃 成　田　二三栄 23-5193 〃 中 村 幸 三 29-3525 赤坂・和泉町
若 松 町 川 島 節 子 22-6820 川 守 町 小 島 鶴 男 24-1155 土 手 内 須 藤 つ 子 23-3447
南町・赤川町
松 原 町 白 石 芳 雄 23-2423 〃 土　生　多鶴子 24-3436 最花・斗南岡 柏 木 ハ ル 22-3456
金曲一丁目 村 上 よ し 22-8280 〃 永　谷　　　智 24-2425 品ノ木・酪農 菅 原 靖 博 22-1935
〃 稲　葉　ひさ子 22-5228 宇 田 町 関　　　歌　子 29-2043 品 ノ 木 北 村 ち よ 22-8219
〃 小　友　まり子 23-6746 〃 佐々木　由　衛 24-2054 金谷一・二丁目 山 邊 英 子 23-3415

苫 生 町 村　舘　てる子 22-5148 桜 木 町 岩 城 静 爾 29-1070 〃 中 村 榮 子 22-2472
金曲二・三丁目 外　崎　清四郎 22-7082 〃 和　田　　　曻 29-1797 後田・松山・岩菜 坪 田 時 義 22-8934
大曲一丁目 三　上　十喜雄 23-2511 〃 山 崎 郁 子 24-2265 緑ヶ丘・美里町・十二林 田 頭 公 夫 22-4067
大曲二・三丁目
南赤川町・一里小屋 鹿 内 政 子 22-0885 宇曽利川 佐 藤 直 美 29-4418 中 央 渡　邊　　　勲 29-2977
金谷沢・大室平 羽 立 勝 喜 26-2048 新城ヶ沢 石 崎 惠 子 24-4553 〃 古 村 京 子 29-1882
奥内・浜奥内
今泉・二又・石蕨 立 花 と せ 26-2320 城 ヶ 沢 新 松 奇 久 24-4562 南 関 根

名古平・水川目 坂 本 武 光 25-2351
近 川 木 村 郁 子 26-3007 泉沢・永下・近沢 又　村　　　昇 29-1272 北関根・高梨 西 村 光 二 25-2919
中 野 沢 濱　田　八十美 26-2409 角違・大川目 瀬 川 文 子 24-2081 浜 関 根 山　口　吾一郎 25-2313
主任児童委員 佐　藤　美知子 22-5140 主任児童委員 山 口 ヤ イ 24-2395 川代・出戸 堀 川 房 子 25-2764
〃 小　原　眞知子 22-2471 〃 小 島 朝 子 24-2298 烏沢・新田 山 田 あ さ 25-2346

〈詳しくは〉 市児童家庭課青少年・社会係 �22-1111内線 412
主任児童委員 大　瀧　美代子 23-3784
〃 高 石 敏 子 23-6789

あなたの相談相手

民生委員・児童委員は

いつもそばにいます

５
月
12
日（
水
）〜
18
日（
火
）は

民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
強
化
週
間
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、『
民
生

委
員
法
』『
児
童
福
祉
法
』に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
地
域
住
民
生
活
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
す
べ
て
の
民
生

委
員
は
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
を
担
当

す
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ま

た
、
専
ら
児
童
に
関
わ
る
相
談
・
支
援

を
担
当
す
る
『
主
任
児
童
委
員
』も
い
ま

す
。
生
活
・
子
育
て
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

幅
広
い
分
野
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（２００４年・第５８２号）
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軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

平
成
16
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
や
、
そ
の
方
と
生
計
を
同

一
に
す
る
方
な
ど
で
、
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
の
通
院
や
通
学
等
の
た

め
に
軽
自
動
車
を
使
用
し
て
お
り
、
障

害
の
程
度
等
が
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
市
税
務
課
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

①
運
転
免
許
証

②
身
体
障
害
者
手
帳
等

③
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

④
印
鑑

　

ま
た
、
昨
年
度
も
減
免
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
で
対
象
の
軽
自
動
車
や
住

所
等
に
変
更
が
な
い
と
見
ら
れ
る
方
に

は
、４
月
中
旬
に『
減
免
申
請
書（
継
続
）』

を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
申
請
内
容
に

変
更
が
な
い
場
合
に
は
、
お
送
り
し
た

申
請
書
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
、
押
印

の
う
え
提
出
す
る
だ
け
で
結
構
で
す
。

　

な
お
、
申
請
期
限
は
納
期
限
１
週
間

前
の
５
月
24
日
（
月
）ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
１
８
３

公
共
下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
の
手
続
き
等
で
一
時
帰
省

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
出

稼
ぎ
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
留
守
を

守
る
家
族
の
安
心
の
た
め
に
も
健
康
診

断
を
受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
受
付

〈
ど
こ
で
〉む
つ
総
合
病
院
地
域
医
療
科

〈
必
要
な
も
の
〉出
稼
労
働
者
手
帳

〈
注
意
事
項
〉

 

・
医
師
が
い
な
い
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

 

・
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
検
査
か
ら

数
日
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

　

下
水
道
は
、
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
接
続
し
て
は
じ
め
て
機

能
を
発
揮
し
ま
す
。
お
済
み
で
な
い
方

は
、
１
日
も
早
く
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
を
実
施
し
、
地
域
の
生
活
環
境

の
改
善
や
水
辺
の
環
境
保
全
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

な
お
工
事
は
、
む
つ
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
が
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
工

事
資
金
の
貸
付
制
度
（
利
子
を
市
が
負
担

し
ま
す
）が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
接
続
ま
で
の
手
続
き
】

①
指
定
工
事
店
に
工
事
の
相
談
や
工
事

費
の
見
積
も
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

②
工
事
資
金
の
貸
付
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
な
ど
の
手
続
き
を
工
事
店
が
代
行

し
ま
す

③
手
続
き
が
完
了
し
た
ら
工
事
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

④
工
事
店
が
敷
地
内
の
ト
イ
レ
や
風
呂

場
、
台
所
な
ど
の
雑
排
水
を
公
設
桝

に
接
続
し
ま
す

⑤
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
市
が
完
了
検

査
を
行
な
い
ま
す

⑥
工
事
資
金
の
貸
付
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、
金
融
機
関
へ
借
り
入
れ
の

手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い

⑦
下
水
道
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
日

か
ら
下
水
道
使
用
料
が
か
か
り
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
下
水
道
課
施
設
係（
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

�
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６
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９
１

（２００４年・第５８２号）



( 4 )

ご
活
用
く
だ
さ
い
、
市
の
融
資
制
度

近
代
化
資
金（
２
年
以
内
）、
簡
易
小
口
は
保
証
料
無
料（
市
が
負
担
）

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
ふ
ま
え
、
む
つ
市
で
は
市
の
融
資
制
度
を
利
用
し

や
す
く
し
て
お
り
ま
す
。
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
経
営
の
安
定
と
発
展
の
た
め

に
必
要
な
事
業
資
金
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
協
調
し
、
市
内
各
金
融
機
関
の

ご
協
力
を
得
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

区　
　

分

近
代
化
資
金
特
別
保
証
制
度

簡
易
小
口
資
金
特
別
保
証
制
度

保

証

対

象

　

む
つ
市
に
主
な
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
で
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
方
。

①
設
備
の
近
代
化
と
経
営
安
定
の
た
め
の
長

　

期
資
金
を
必
要
と
す
る
方

②
納
税
状
況
の
良
好
な
方

　

む
つ
市
に
主
な
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
で
、
納
税
状
況
の
良
好
な
方
。

実

施

期

間

平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日

保

証

条

件

◎
融
資
期
間
が
２
年
以
内
の
場
合

市
が
保
証
料
を
全
額
負
担

◎
融
資
期
間
が
２
年
以
上
の
場
合

市
が
保
証
料
を
半
額
負
担

市
が
保
証
料
を
全
額
負
担

①
資
金
の
用
途

①
設
備
の
近
代
化
に
要
す
る
設
備
資
金

②
経
営
の
安
定
の
た
め
の
運
転
資
金

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

②

保

証

金

額

１
企
業
に
つ
き
２
千
万
円
以
内

１
企
業
に
つ
き
１
千
万
円
以
内

③

保

証

期

間

10
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間
は
６
か
月
）

７
年
以
内

④

貸

付

利

率

◎
長
期（
１
年
以
上
）
…
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
＋
０
・
６
％
以
内（
毎
月
連
動
）

◎
短
期（
１
年
以
内
）
…
３
・
８
％
（
固
定
）

⑤

保

証

形

式

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
お
よ
び
手
形
割
引
の
保
証

⑥

償

還

方

法

一
括
払
い
ま
た
は
割
賦
償
還（
毎
月
元
金
均
等
）

⑦

保

証

料

率

◎
有
担
保
保
証
…
…
…
…
…
年
１
・
18
％　
　
　

◎
無
担
保
保
証
…
…
…
…
…
年
１
・
28
％

◎
特
別
小
口
保
険
ま
た
は
敬
遠
安
定
関
連
特
別
保
険
に
該
当
す
る
場
合
…
…
…
…
…
年
０
・
85
％

⑧
保
証
人
お
よ
び
担
保

保
証
人
は
特
別
小
口
保
健
に
該
当
す
る
も
の
以
外

は
１
名
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
求
す
る

保
証
人
は
特
別
小
口
保
健
に
該
当
す
る
も
の
以
外

は
１
名
と
し
、
原
則
と
し
て
担
保
を
徴
求
し
な
い

申

込

先

青
森
銀
行　

み
ち
の
く
銀
行　

下
北
信
用
金
庫　

青
森
県
信
用
組
合
の
む
つ
市
内
各
本
支
店

問

合

先

◎
む
つ
商
工
会
議
所
�
22

－

２
２
８
３　
　

◎
青
森
県
信
用
保
証
協
会
む
つ
支
所
�
22

－

１
２
０
４

◎
む
つ
市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

市
内
の
中
小
企
業
に
お
勤
め
の

み
な
さ
ん
の
た
め
の
融
資
制
度

　

市
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
み

な
さ
ん
の
生
活
安
定
の
た
め
に
『
む
つ

市
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度
』を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

勤
労
者
の
み
な
さ
ん
の
生
活
・
教
育
・

冠
婚
葬
祭
等
の
資
金
と
し
て
ご
活
用
い

た
だ
く
た
め
の
融
資
制
度
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
貸
付
対
象
者
〉

　

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
原
則

と
し
て
市
内
同
一
中
小
企
業
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
方

〈
使
用
目
的
〉生
活
資
金
全
般

〈
貸
付
限
度
額
〉100
万
円
以
内

〈
融
資
期
間
〉５
年
以
内

〈
貸
付
利
率
〉年
率
３
・０
％
（
＋
保
証
料
）

〈
担
保
〉無
担
保

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
北
労
働
金
庫
む
つ
支
店

�

22

－

７
２
７
２

２
時
間
で
わ
か
る
！
『
経
営
革
新 

プ
チ
講
座
』

受
講
者
募
集
！

　

平
成
11
年
に
中
小
企
業
の
自
助
努
力

を
支
援
す
る
た
め
の
法
律
『
中
小
企
業

経
営
革
新
支
援
法
』が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
と
し
て
、
中
小
企
業
が

新
た
な
取
り
組
み
計
画
を
作
成
し
て
県

知
事
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
計

画
に
つ
い
て
各
種
支
援
策
を
講
じ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
本
講
座
は
『
経
営
革

新
』に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
予
備
講
座
で
す
。
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

第
１
回
…
５
月
18
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

第
２
回
…
６
月
11
日（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

第
３
回
…
７
月
９
日（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
商
工
会
議
所
２
階
会
議
室

〈
ど
ん
な
〉

▼
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
の
メ

リ
ッ
ト

▼
改
善
・
改
革
・
革
新
の
違
い
は
？

▼
計
画
作
成
〜
承
認
ま
で
の
流
れ
ほ
か

〈
募
集
人
員
〉10
社（
10
名
）先
着
順

〈
受
講
料
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉

　

そ
れ
ぞ
れ
開
講
日
前
日
ま
で

〈
そ
の
他
〉

　
『
経
営
革
新
計
画
』の
承
認
を
受
け
る

と
、
①
事
業
費
補
助
金
、
②
政
府
系
金

融
機
関
か
ら
の
低
利
融
資
、
③
雇
用
面

か
ら
の
支
援
、
④
特
別
保
証
融
資
制
度

等
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

�

22

－

２
２
８
３
内
線
71

22

－

０
１
６
７　
　
　

 

 

 

�shien@
m

utsucci.or.jp

　

（２００４年・第５８２号）
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６
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）
は

　

『
水
道
週
間
』
で
す
！

　

水
道
週
間
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
と

健
康
を
守
る
水
道
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
水
道
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
局
で
は
、
こ
の
『
水
道
週

間
』に
ち
な
み
、
次
の
と
お
り『
水
道
施

設
見
学
会
』を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
水
道
水
が
で
き
る

ま
で
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
６
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分

〈
定
員
〉25
名（
先
着
順
）

〈
申
込
締
切
〉５
月
25
日（
火
）

【
見
学
コ
ー
ス
】

上

水

道

管

理

セ

ン

タ

ー

←

市　
　

役　
　

所　
　

前

←

耐

震

貯

水

槽
（

二

田

小

前

）

←

田

名

部

浄

水

場
（

地

下

水

）

←

永

下

水

源

地
（

河

川

水

）

←

上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
（
集
中
監
視
設
備
）

※
昼
食
・
お
茶
会

←

市

役

所

前

（

解

散

）

安
心
の 

笑
顔
ひ
ろ
が
る 

水
道
水

　６月１日現在で、事業所・企業統計調査、商業統計調査およびサービス業基本調

査の三つの調査が全国一斉に１枚の調査票で同時に実施されます。

　この調査は、総務省と経済産業省が実施するもので、全国の民営の事業所すべて

が対象になります。調査の結果は地域開発計画などの基礎資料や、国や都道府県・

市区町村における商業の育成、サービス産業の振興等に係る諸施策の企画・立案の

基礎資料になります。５月下旬から調査員が各事業所に伺いますので、みなさまの

ご協力をお願いします。

〈詳しくは〉

市 企 画 課 統 計 係

�22-1111内線 825

〈問合せ・申込先〉

公営企業局浄水課

�29-1019

公営企業局総務課

�28-4455

（２００４年・第５８２号）

平成16年 事業所・企業統計調査
  商 業 統 計 調 査
  サービス業基本調査

我が国のすべての民営事業所が対象です。ご協力をお願いします。

事業所・企業統計調査
全国の事業所・企業について、産業、従業者規模などの基本的構造を

明らかにするとともに、各種統計調査のための名簿の整備を行ないます。

商 業 統 計 調 査
全国の商業事業所について、業種、規模、地域別の分布および商業活

動の統計を作成します。

サービス業基本調査
サービス業の事業活動を行なっている事務所・店舗・施設の経済活動

などについて、全国および地域別の統計を作成します。
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　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。
　お花と手芸は材料費が必要です。
〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）�23 - 5800
・老人憩の家『福寿荘』（川守町）�29 -1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長・
伊藤三郎さん（�22 - 4184）へお問い合わせください。

【 ６ 月 の 日 程 】

《禄寿荘》　禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
お 花 教 室 ……… ３日（木）・１７日（木）
手 芸 教 室 ……… １日（火）・１５日（火）
詩 吟 教 室 ……… ４日（金）・１８日（金）
踊 り 教 室 ……… ９日（水）・３０日（水）
お 茶 教 室 ……… ３日（木）・２４日（木）
習 字 教 室 ……… １１日（金）
コーラス 教 室 ……… １４日（月）・２５日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… ９日（水）・３０日（水）
カラオ ケ 教 室 ……… １４日（月）・２８日（月）
囲碁・将棋教室 ……… １日（火）・１５日（火）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁
将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前10
時～正午

《福寿荘》　福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
詩 吟 教 室 ……… １日（火）・１５日（火）
俳 句 教 室 ……… ４日（金）・１８日（金）
日 舞 教 室 ……… ７日（月）・２１日（月）
着 付 教 室 ……… １４日（月）・２８日（月）
唱 歌 教 室 ……… ４日（金）・１８日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… １０日（木）・２４日（木）

〈時間〉

社交ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室は
午後１時～４時、俳句教室は午前９時～正午、その
他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

　

５
月
に
入
り
、
山
菜
取
り
が
趣
味
の

方
に
と
っ
て
は
待
ち
に
待
っ
た
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
内
で
は
毎
年
こ
の

時
期
、
山
で
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

青
森
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議

会
む
つ
支
部
お
よ
び
む
つ
警
察
署
で

は
、
入
山
者
に
対
し
遭
難
事
故
の
な
い

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
山
歩
き
の

ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
初
心
者
の
方
も
、
次

の『
入
山
心
得
』を
よ
く
読
ん
で
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
熊
の
目
撃
情
報
も

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
音
の
出

る
も
の
を
常
に
身
に
付
け
て
お
く
な
ど

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

無
理
の
な
い
行
動
、
備
え
万
全
の
態

勢
で
楽
し
い
山
菜
採
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
入
山
心
得
】

①
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
行
動
を
と
る

②
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
へ
は
入
ら
な
い

③
天
気
予
報
を
確
か
め
、
天
候
の
変
化

に
注
意
す
る

④
山
歩
き
に
適
し
た
服
装
で
、
着
替
え

や
雨
具
を
持
つ

⑤
家
族
、
隣
人
等
に
コ
ー
ス
、
帰
宅
時

間
、
同
行
者
等
を
知
ら
せ
て
お
く

⑥
団
体
の
と
き
は
、集
合
場
所
や
時
間
、コ
ー

ス
を
よ
く
打
ち
合
わ
せ
、
必
ず
守
る

⑦
山
に
入
っ
た
ら
、
お
互
い
に
声
を
掛

け
あ
い
、
位
置
を
確
認
で
き
る
範
囲

で
行
動
す
る

⑧
予
備
の
食
料
を
常
に
身
に
付
け
て
お
く

⑨
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
出
し
、
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る

⑩
道
に
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
ず
、
１
か

所
に
と
ど
ま
っ
て
捜
索
隊
を
待
つ

【
山
火
事
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
】

　

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
う
え
に
風
の
強
い
日
が
続
き
ま

す
。
た
き
火
や
た
ば
こ
の
火
な
ど
の

始
末
は
特
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
貴
重
な

森
林
資
源
を
山
火
事
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
防
災
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
４
７

山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

山
で
の
遭
難
事
故
・
熊
に
ご
注
意
！

（２００４年・第５８２号）
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『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
編
）』
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
！

　

現
在
、
東
通
村
に
建
設
中
で
あ
る
『
東
北
電
力（
株
）東
通
原
子
力
発
電
所

第
１
号
機
』の
原
子
炉
へ
の
燃
料
装
荷
や
試
運
転
が
、
今
年
の
９
月
頃
か
ら

の
開
始
予
定
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
17
年
７
月
の
営
業
運
転
開
始
に
向
け
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
市
で
あ
る
当
市
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
や
拡
大
を
防
止
し
、
原

子
力
災
害
の
復
旧
を
図
る
た
め
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
市
、
県
、
指

定
地
方
行
政
機
関
、
指
定
公
共
機
関
、
指
定
地
方
公
共
機
関
等
の
防
災
関

係
機
関
が
と
る
べ
き
措
置
を
定
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
原
子
力
防
災

事
務
ま
た
は
業
務
の
遂
行
に
よ
っ
て
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
原
子
力
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
度
、
む
つ
市

防
災
会
議
、
県
知
事
の
承
認
を
得
て
、『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力

編
）』が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
基
本
と
な
る
『
災
害
対
策
基
本
法
』や

『
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
』に
基
づ
き
、
平
成
15
年
12
月
に
修
正
さ

れ
た
『
青
森
県
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
編
）』と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
に
、『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
編
）』の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

第
１
章
・

総　

則

　

こ
こ
で
は
、
計
画
の
目
的
や
性
格
、
計
画
の
作
成
・
修
正
に
際
し
、
基

本
と
な
る
指
針
、
防
災
対
策
を
実
施
す
べ
き
地
域
の
範
囲
、
災
害
の
想
定
、

災
害
対
策
に
つ
い
て
果
す
べ
き
責
任
や
市
、
県
お
よ
び
防
災
関
係
機
関
等

が
担
当
す
る
事
務
や
業
務
の
大
綱
な
ど
、『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画（
原
子

力
編
）』の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

 

第
２
章
・
災
害
予
防
対
策

　

こ
こ
で
は
、『
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点
施
設（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）』

に
常
駐
す
る『
原
子
力
防
災
専
門
官
』と
の
連
携
、情
報
の
収
集・連
絡
体
制
、

災
害
応
急
体
制
、
避
難
収
容
活
動
体
制
、
緊
急
輸
送
活
動
体
制
、
周
辺
住

民
等
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
体
制
等
の
各
種
体
制
の
整
備
、
防
災
訓
練
等

の
実
施
な
ど
、
関
連
法
令
等
に
基
づ
き
実
施
す
る
予
防
体
制
の
整
備
や
原

子
力
災
害
発
生
時
の
事
前
対
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

 

第
３
章
・
災
害
応
急
対
策

　

こ
こ
で
は
、
情
報
の
収
集
・
連
絡
、
緊
急
連
絡
体
制
や
通
信
の
確
保
、

活
動
体
制
の
確
立
、
屋
内
退
避
、
避
難
収
容
等
の
防
護
活
動
、
飲
料
水
、

飲
食
物
の
摂
取
制
限
等
な
ど
、
原
子
力
事
業
者
（
東
通
原
子
力
発
電
所
の

原
子
力
防
災
管
理
者
）か
ら
特
定
事
象
（
原
子
力
事
業
所
の
境
界
付
近
に

お
い
て
、異
常
な
水
準
の
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
場
合
）の
通
報
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
や
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
『
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
』が
発

出
さ
れ
た
場
合
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

 

第
４
章
・
災
害
復
旧
対
策

　

こ
こ
で
は
、
各
種
制
限
措
置
の
解
除
、
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

の
公
表
、
災
害
地
域
住
民
に
係
る
記
録
等
の
作
成
、
風
評
被
害
等
の
影
響

の
軽
減
な
ど
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
『
原
子
力
緊
急
事
態
解
除
宣
言
』が
発

出
さ
れ
た
場
合
の
原
子
力
災
害
事
後
対
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

（２００４年・第５８２号）
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原
子
力
災
害
の
特
性

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災

害
と
違
い
、
原
子
力
災
害
は
、
放
射

性
物
質
や
放
射
線
に
よ
る
影
響
が
、

無
味
、
無
臭
で
目
に
見
え
な
い
な

ど
、
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
特
殊
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

万
一
の
際
に
は
、
個
々
に
判
断
し
て
、

安
易
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
報

道
機
関
な
ど
か
ら
の
情
報
を
収
集

し
、
市
役
所
な
ど
、
各
防
災
関
係
機

関
の
指
示
に
従
っ
て
、
あ
わ
て
ず
的

確
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
設
置

　

原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
性
物

質
や
放
射
線
の
放
出
に
よ
る
周
辺
環

境
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
た
め
、
青

森
県
や
原
子
力
事
業
者
が
、
施
設
周

辺
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
を
設
置
し（
図
１
参
照
）、
平
常
時

か
ら
常
に
空
間
放
射
線
等
を
測
定
・

監
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

当
市
の
広
報
広
聴
課
に
設
置
さ
れ
た

モ
ニ
タ
ー
で
常
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

防
災
対
策
を
実
施
す
べ
き
地
域
の
範
囲

　

原
子
力
安
全
委
員
会
の
『
原
子
力

施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
（
通

称
・
防
災
指
針
）』で
は
、『
防
災
対

策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域
の

範
囲
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）の
め
や
す
』を
定
め

て
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
場
合
は
、

概
ね
半
径
10
㎞（
図
１
参
照
）と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
、『
防
災

対
策
を
実
施
す
べ
き
対
象
地
域
』を

市
の
全
域
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

『
特
に
被
ば
く
の
低
減
の
た
め
の
防

護
措
置（
屋
内
退
避
、
避
難
等
）を
講
ず
べ

き
地
域
』は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
対
象
地
域

で
あ
る
次
の
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

特に被ばくの低減のための防護措

置（屋内退避、避難等）を講ずべき地域

二又、石蕨平、奥内、浜奥内

近 川、中 野 沢、中 野 沢 開 拓

原
子
力
災
害
警
戒
本
部
の
設
置

　

原
子
力
事
業
者
（
原
子
力
防
災
管
理

者
）か
ら
特
定
事
象
発
生
の
通
報
を

受
け
た
場
合
は
、
市
役
所
内
に
原
子

力
災
害
警
戒
本
部
を
、
対
策
拠
点
施

設
に
原
子
力
災
害
現
地
警
戒
本
部
を

設
置
し
、
事
故
の
状
況
、
対
策
措
置

状
況
等
の
情
報
収
集
、
市
民
へ
の
情

報
提
供
、
避
難
所
の
開
設
準
備
、
国
、

県
、
防
災
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調

整
な
ど
、
様
々
な
応
急
対
策
活
動
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置

　

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
『
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
』が
発
出
さ
れ
た
場
合

や
市
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、

市
役
所
内
に
災
害
対
策
本
部
を
、
対

策
拠
点
施
設
に
現
地
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
災
害
の
状
況
、
対
策
措

置
状
況
等
の
情
報
収
集
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
、
避
難
所
の
開
設
、
管
理
、

運
営
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限
、
自
衛

隊
の
派
遣
要
請
、
国
、
県
、
防
災
関

係
機
関
と
の
連
絡・調
整
な
ど
、
様
々

な
応
急
対
策
活
動
を
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
等
】

（２００４年・第５８２号）
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原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
の
開
催

　
『
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
』が
発
出

さ
れ
た
場
合
は
、
緊
急
事
態
応
急
対

策
拠
点
施
設
（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）に

む
つ
市
、
国
、
県
、
東
通
村
、
横
浜

町
、
六
ヶ
所
村
、
原
子
力
安
全
委
員

会
（
専
門
家
）等
の
代
表
者
に
よ
る
『
原

子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
』が
組

織
さ
れ
、
国
の
原
子
力
災
害
対
策
本

部
（
内
閣
府
）と
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
交

信
し
な
が
ら
、
緊
急
事
態
応
急
対
策

の
実
施
方
法
や
原
子
力
災
害
の
拡
大

防
止
の
た
め
の
応
急
措
置
の
実
施
方

法
等
を
協
議
・
検
討
し
、
地
域
住
民

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護

す
る
た
め
、
様
々
な
対
応
・
措
置
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
災
害
対
策
本
部
は
、『
原
子

力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
』で
の
決

定
に
基
づ
き
、
様
々
な
対
策
活
動
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
へ
の
広
報
体
制

　
『
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
』

で
協
議
・
決
定
さ
れ
た
内
容
や
事
故

の
状
況
、
対
策
措
置
状
況
な
ど
市
民

へ
の
必
要
な
情
報
は
、
図
２
『
広
報

体
制
』に
よ
り
、
全
体
的
に
は
、『
原

子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
』や『
県

災
害
対
策
本
部
』か
ら
、
報
道
機
関

（
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
）を
通
じ
て
、
広

く
県
民
に
情
報
伝
達
さ
れ
ま
す
。
さ

図２ 【 広　報　体　制 】

（２００４年・第５８２号）
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ら
に
、
市
で
は
、『
現
地
災
害
対
策

本
部
』か
ら
『
災
害
対
策
本
部
』へ
の

情
報
伝
達
に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
情
報
に

つ
い
て
、
市
の
放
送
施
設
、
Ｆ
Ｍ
ア

ジ
ュ
ー
ル
、
広
報
車
な
ど
で
速
や
か

に
的
確
に
情
報
伝
達
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

屋
内
退
避
・
避
難

　
『
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議

会
』で
の
協
議
・
決
定
に
よ
る
指
示
、

ま
た
は
市
独
自
の
判
断
に
よ
り
、
市

長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
市
民

に
対
す
る
屋
内
退
避
、
避
難
の
た
め

の
立
ち
退
き
の
勧
告
お
よ
び
指
示
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

屋
内
退
避
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
の
市
民
へ
の
伝
達
に
つ
い
て

は
、
前
述
の『
市
民
へ
の
広
報
体
制
』

に
よ
り
速
や
か
に
内
容
を
伝
達
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

避
難
誘
導
・
避
難
所
等
で
の
生
活

　

屋
内
退
避
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
行
な
う
場
合
は
、
避
難
誘

導
に
際
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
車

両
に
よ
る
避
難
者
の
輸
送
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
所
、

避
難
所
等
で
の
生
活
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
、障
害
者
、妊
婦
、乳
幼
児
、

外
国
人
な
ど
に
十
分
な
配
慮
を
す

る
と
と
も
に
、
状
況
な
ど
か
ら
判

断
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
飲
食
物
、
生
活
必
需
品
等
を

供
給
、
給
（
貸
）与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

飲
料
水
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限

　
『
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
』調
査
等
に
よ
り
、
原
子
力
安

全
委
員
会
が
定
め
た
指
針
を
踏
ま

え
た『
飲
食
物
摂
取
制
限
に
関
す
る

指
標
』を
超
え
、
ま
た
は
超
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
放
射

能
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
汚
染

水
源
の
使
用
禁
止
、
汚
染
飲
料
水

の
飲
用
禁
止
、
汚
染
飲
食
物
等
の

摂
取
制
限
等
必
要
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

学
校
等
の
臨
時
休
業

　

原
子
力
発
電
所
で
の
特
定
事
象

の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒

等
が
平
常
ど
お
り
登
校
す
る
こ
と

や
授
業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
が
、

児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
に
支

障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

臨
時
休
業
な
ど
の
必
要
な
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。

　

登
校
以
前
に
臨
時
休
業
な
ど
の

措
置
を
と
る
場
合
は
、
保
護
者
や

児
童
生
徒
等
に
学
校
等
の
緊
急
連

絡
網
（
体
制
）等
に
よ
り
連
絡
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

医

療

活

動

等

　

緊
急
時
（
原
子
力
災
害
時
）に
お

け
る
医
療
活
動（
住
民
等
へ
の
健
康

管
理
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
除
染
な

ど
）は
、
県
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
市
は
、
そ
の
医
療
活

動
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
緊
急
時
医
療
活
動
チ
ー
ム
：
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
、
診
断
・
除

染
チ
ー
ム
、
救
護
チ
ー
ム
）

◎
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

　

県
が
、
原
子
力
災
害
現
地
対
策

本
部
か
ら
の
指
導
・
助
言
等
に
基

づ
き
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服

用
に
係
る
防
護
対
策
を
実
施
す
る

場
合
は
、
県
の
指
示
に
従
い
、
安

定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◎
避
難
所
（
救
護
所
）
等
で
の
診
断
、
除
染
等

　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
等
に
よ

り
、
避
難
所
等
に
避
難
し
て
来
た

市
民
に
対
し
て
、
県
は
、
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
被

ば
く
線
量
の
測
定
、
除
染
、
問
診
、

応
急
措
置
等
の
初
期
対
応
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

▼
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
…
被
ば
く
患
者
ま

た
は
被
ば
く
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者

に
対
し
て
、
広
く
周
辺
状
況
を
調
査

し
、
監
視
す
る
こ
と
。

▼
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
…
避
難
所
等
に
収

（２００４年・第５８２号）

　

こ
こ
に『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画（
原
子
力
編
）』の
概
要

の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
原
子
力
災

害
時
（
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
）に
は
、『
原
子
力

災
害
合
同
対
策
協
議
会
』が
組
織
さ
れ
、
国
、
県
の
代
表

者
や
原
子
力
に
精
通
す
る
専
門
家
の
方
々
で
協
議
・
決
定

さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
市
や
防
災
関
係
機
関
が
、
市

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
速
や

か
に
的
確
な
対
応
・
措
置
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

容
さ
れ
た
住
民
な
ど
の
被
ば
く
の
程

度
を
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
有

無
、
被
ば
く
線
量
の
測
定
な
ど
に
よ

り
評
価
、
判
定
し
、
必
要
な
処
置
を

行
な
う
た
め
に
、
ふ
る
い
わ
け
す
る

こ
と
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

　

以
上
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

『
む
つ
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子

力
編
）』の
概
要
で
す
が
、
こ
の

計
画
書
は
、
各
町
内
会
に
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、『
市
役
所
市
民

ル
ー
ム
』、『
図
書
館
』、『
公
民
館
』

の
３
か
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容

を
知
り
た
い
方
は
、
所
定
の
閲

覧
場
所
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈詳しくは〉

市 総 務 課 防 災 係
�22-1111内線 147
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お申し込みは
電話か窓口で

平成16年度 むつ市民大学開講

基本コース 受講登録をし、年間をとおして現代的課題についての学習をします。
６講座以上出席すると修了証書が授与されます

開催日時 会　　場 テ　　ー　　マ 講　　師　　等

６月３日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂
開講式 （10:00～）
記念講演…『見えないもの』を『見える』ようにするしくみ （10:30～）

青森大学社会学部社会学科助教授

土　屋　　　薫

６月24日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂 国際交流について
むつ市国際交流員

ター・デイビット

７月15日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂 オレオレ詐欺等の悪徳商法について
むつ警察署総務課相談係

斎　藤　守　夫

９月16日（木）
　9:30～　　　

アックスグリーン 『アックスグリーン』 施設見学

10月７日（木）
　9:30～　　　

大間町・風間浦村 田名部海辺三十三観音札所巡りⅣ
むつ市文化財審議委員

澤　田　光　夫

11月25日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂 わかりやすい年金制度
青森社会保険事務局むつ事務所副長

小笠原　俊　信

12月９日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂 山村の暮らしから考える森と人の関係
青森大学経営学部産業デザイン学科助教授

田　村　早　苗

１月20日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂 森林と環境
下北地方農林水産事務所

（　未　　定　）

２月17日（木）
10:00～12:00

市 公 民 館 講 堂
記念講演…下北運河構想に夢を （10:00～）
閉講式 （11:40～）

八戸工業大学環境建設工学科助教授

竹　内　貴　弘

ゼミナール ゼミナールは実技です。趣味の世界を広げる足掛かりに…。
定員になり次第締め切りとなります。（教材費自己負担）

開　　催　　日
会　　場
開催時間

テ　ー　マ 内　　　　　容 定員 講　　師

前　
　
　

期

6/ 4（金）
7/ 2（金）

6/11（金）
7/16（金）

6/25（金）
8/ 6（金）

市 公 民 館
14:00～16:00

プ ランター はじめよう楽しいガーデニング 20名 三 浦 和 子

6/ 9（水）
7/21（水）

6/23（水）
8/11（水）

7/ 7（水）
8/25（水）

市 公 民 館
18:30～20:30

尺 八 楽しくすぐ吹ける尺八教室 15名 工 藤 和 彦

6/10（木）
7/22（木）

6/24（木）
8/10（火）

7/ 8（木）
8/24（火）

市 公 民 館
18:30～20:30

写 真 初心者のための写真教室 20名 荒　　　正　典

6/ 7（月）
7/ 1（木）

6/14（月）
7/ 5（月）

6/21（月）
7/12（月）

市 公 民 館
18:30～20:30

太 極 拳 太極拳入門 20名 出 崎 陽 子

後　
　
　

期

10 月 上 旬 か ら 開 始 予 定

※後期日程・受付等については８月27日
発行の本紙をご覧ください。

料 理 郷土料理 20名 佐々木　真紀子

書 道 小筆書き 20名 （ 未 定 ）

ステンドグラス 初心者でも作れるステンドグラス 15名 下 川 延 子

絵 て が み 絵てがみを描いてみよう！ 20名 溝 江 金 吾

〈問合せ・申込先〉 市公民館 �24-1224

【基本コース】は５月17日（月）午前８時30分から受付　　　　　
【ゼミナール】は５月18日（火）午前８時30分から受付　　　　　

【むつ市民大学とは…】　市民の生涯学習や社会参加活動に役立てることを目的とし、多種多様化する学習ニーズに

　　　　　　　　　　　応え、生きがいの創造を推進し、身近な問題等を学習する機会を提供しています。

※タイトル等が変更になる場合もありますのでご了承ください。

（２００４年・第５８２号）
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『教養講座』受講生募集
今年度から受講料が有料になります！

　勤労青少年ホームがむつ市新行政改革による運営見直しの方針を踏まえ、４月より貸館業務に移行しました。

　これに伴い、これまで当ホームの主催事業として行なっておりました『茶道』・『華道』・『着物着付』の各講座は、参加者によ

る自主運営となります。

　開催要領は次のとおりです。

　　〈対　　象〉 市内に居住または勤務する15才以上の男女

　　〈受 講 料〉 今年度から有料となります。各講座欄を確認

  してください。

　　〈申込締切〉 ５月 31日（月）

　　〈定　　員〉 各講座とも20名（先着順）。また申込者が各

  講座とも５名に満たないときは休止とさせて

  いただく場合がありますので、あらかじめご

  了承願います。

〈問合せ・申込先〉 勤労青少年ホーム �24-2410

公　
　

売

�

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

〈
い
つ
〉５
月
18
日（
火
）・
午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
役
所
北
庁
舎
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
印
か
ん　

 

・
買
受
人
の
運
転
免
許
証

等
身
分
を
証
明
す
る
も
の

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
９
４

　

 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切
に
使

お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、

有
償
で
の
取
り
引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ス
キ
ー

用
具
一
式（
130
〜
140
㎝
）

・
不
用
品
…
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
、
三
輪

車
（
３
才
児
）・
電
気
湯
沸
か
し
ポ
ッ

ト
、
犬
用
ケ
ー
ジ
・
ト
イ
レ
、
Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

第
６
回
ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ
タ
開
催

　

第
６
回
ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ
タ（
市
民
参
加
型

ボ
ー
ト
競
技
大
会
）が
、
次
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
水
を
つ
か
ん
で
、
風
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉新
田
名
部
川
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

〈
種
目
〉

・
マ
ジ
ギ
レ
レ
ー
ス　

・
ご
っ
た
煮
レ
ー
ス

・
マ
ド
ン
ナ
レ
ー
ス　

・
О
Ｂ
対
抗
戦

〈
参
加
費
〉１
万
円（
１
チ
ー
ム
）

〈
申
込
締
切
〉５
月
29
日（
土
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

ま
さ
か
り
レ
ガ
ッ
タ
事
務
局 

柴
田

�

０
９
０

－

２
２
７
１

－

１
５
４
３

『
親
子
で
空
手
』
会
員
募
集

　

む
つ
総
合
病
院
空
手
部
慈
空
会
で

は
、
一
般
の
方
を
対
象
に
親
子
や
夫
婦
、

友
達
同
士
で
空
手
を
始
め
て
み
た
い
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
で
共
通
の
話
題
が
で
き
る

し
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
、
健
康
維

持
（
増
進
）等
、
や
り
た
い
と
き
が
始
め

る
と
き
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
込
ん

で
み
ま
せ
ん
か（
単
身
で
も
可
）

〈
い
つ
〉毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

〈
ど
こ
で
〉公
済
会
館
３
階
大
ホ
ー
ル

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

慈
空
会
事
務
局 

飛
内

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
５
３
１

講座名 開　催　日　時
受　講　料

そ　の　他

茶 道

（表千家）

６ 月 ～ 10 月（ ８ 月 を 除 く ）

毎月第２・４水曜日　午後７時～９時

1,000円／月

水屋料／実　費

華 道

（ 池 坊 ）

６ 月 ～ 10 月（ ８ 月 を 除 く ）

毎月第２・４木曜日　午後７時～９時

1,000円／月

1,000円／材料費・１回につき

着物着付

（全日本）

６ 月 11 日 ～ ７ 月 30 日

毎週金曜日　　　　　午後７時～９時
500円／１回につき

（２００４年・第５８２号）
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募　
　

集

�
む
つ
市
消
費
者
の
会

　

む
つ
市
消
費
者
の
会
で
は
、
消
費
者

の
み
な
さ
ん
の
保
護
と
消
費
者
意
識
を

高
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

・
生
活
物
資
の
価
格
調
査

 

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
の
啓
発
お
よ
び

向
上
を
図
る
た
め
の
活
動

 

・
不
用
品
に
関
す
る
こ
と

〈
詳
し
く
は
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

�

む
つ
女
声
合
唱
団

　

コ
ー
ラ
ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み

た
い
方
、
私
た
ち
と
一
緒
に
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

〈
い
つ
〉毎
週
木
曜
日

①
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉

①
下
北
文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室
１

②
山
田
町
12

－

35（
村
元
ピ
ア
ノ
教
室
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
女
声
合
唱
団
事
務
局

�

24
－

１
７
０
２

　
　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

�

　
　
『
Ｊ
ｈ
ａ
ｉ
ｃ
ｏ
』

　

初
心
者
の
方
、
学
生
時
代
頑
張
っ

て
い
た
方
、
ス
ト
レ
ス
解
消
し
た
い

方
、
一
緒
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド

〈
詳
し
く
は
〉伊

勢
田
�

29

－

５
２
６
６

山　

川
�

24

－

０
１
７
７

�

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

職
場
や
地
域
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ナ

イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

小
島
�

29

－

２
７
７
８

【５月ちびっこ工作コーナーのご案内】
　当館では、毎週土・日曜日と祝日にちびっこ工作教室を

開催しています。小学校低学年の方であれば、10～ 20分

ほどで簡単に作ることができます。また、工作のメニュー

は２か月に一度変わり、予約や参加費は必要ありませんの

で、お気軽に参加できます。開催時間帯は、その日によっ

て異なりますが、午前・午後とも開催しています。当館へ

お越しの際は、ぜひ挑戦してみてください。

《５月のメニュー》

　『クリップマグネットをつくろう！』

（別工作で対応することもあります）

【探求コーナーのお知らせ】
　４月から『電気の不思議を調べよう』に替わり『真空の世界

を調べよう』を開催しています。その他、『ミクロの世界を調

べよう』も始まりました。開催日は、第２・４土曜日、毎週

日曜日、祝日です。ご来館の際には参加してみませんか？

『超低温の世界を調べよう』11:00～ 11:30

　－196℃の液体窒素を使っていろいろなものを凍らせます。

『真空の世界を調べよう』14:00～ 14:30

　真空放電やネオン管の色鮮やかな光のスペクトルを観察す

ることができます。

『ミクロの世界を調べよう』15:00～ 16:00

　身近にある花の花粉や微生物などを顕微鏡を使って観察し

ます。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

（２００４年・第５８２号）
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む
つ
市
保
健
計
画
『
健
康
む
つ
21
』
② 

〜
健
康
で
笑
顔
の
毎
日
の
た
め
に
〜

基
本
計
画　

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
健
康
課
題
と
取
り
組
み
の
方
向
よ
り　
　
　
　

　

『
健
康
む
つ
21
』は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
、
生
涯

を
通
じ
て
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る

心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
昨
年
11
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
老
年
期

ま
で
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

む
つ
市
の
健
康
に
つ
い
て
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
共
通

す
る
い
く
つ
か
の
課
題
の
中
か
ら
特
に

重
要
と
思
わ
れ
る
『
食
生
活
』・『
運
動

習
慣
』・『
た
ば
こ
』の
三
つ
の
生
活
習

慣
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
市
民
の

健
康
増
進
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
こ
の
た
め
計
画
で
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
に
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
行

動
目
標
を
掲
げ
、地
域
が
で
き
る
こ
と
、

行
政
が
整
備
す
る
こ
と
等
を
盛
り
込

ん
で
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
次
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

（２００４年・第５８２号）
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中　央中　央

なかむら　りょうたなかむら　りょうた　 　 くんくん

☆麻しん・風しん・三種混合☆

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

６月８日

６月８日

５月25日

対　象　児

１才～７才６か月未満 

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満  

         佐藤小児科 ･･午後２時～午後５時
　        ちばクリニック･･･午後２時～午後３時 30分
           菊 池 医 院 ･･午後１時 30分～午後２時 30分

時 間

これからの予防接種日程

『アルコホーリクス・アノニマス』
　むつグループミーティング 毎月第２・４日曜日13:30 ～15:30

アルコール依存症と診断された方の回復のための自助グループ
です。アルコールの問題のある本人だけでなく、どなたでも参
加できるオープン形式のミーティングです。場所は市公民館。
お問い合わせは下北地方健康福祉子どもセンター。�24-1231

女性の健康相談 ６月17日10:00 ～10:30

女性の心身の健康に関する相談に応じます。場所
は下北地方健康福祉子どもセンター。予約制です。
�24-1231

心の健康相談 ６月２日・24日13:00 ～14:00

心の悩み、心の病気、痴呆等の相談を専門医が受け
ます。場所は下北地方健康福祉子どもセンター。予
約制です。�24-1231

教育相談 月～金 9:00 ～16:00

小学校入学前のお子さんから小・中学生の教育に関
する相談に応じています。場所は教育研修センター
（小川町）。予約制です。�22-0974 祝日は休み。

心配ごと相談所 月～金10:00 ～15:00

場所は旧市民集会所（柳町）。祝日、第３木曜日は休
み。�22-2731

『人権擁護委員の日』特設相談 ６月１日10:00 ～15:00

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの
相談を受けます。場所は市民相談室。予約は要りません。

行政相談 ６月21日10:00 ～15:00

行政が行なう仕事についての各種相談を受けます。
場所は市民相談室。予約は要りません。

交通事故相談 ６月17日10:00 ～14:00

場所は市民相談室。予約制です。申し込みは市広報
広聴課へ。�22-1111内線 252

法律相談 ６月17日

場所は下北文化会館医師控室。予約制です。申し込
みはむつ市社会福祉協議会へ。�22-1111内線 862

法律相談 ６月25日

場所は市民相談室。予約制です。相談の際はできる
だけ関係書類を持参してください。申し込みは市広
報広聴課へ。�22-1111内線 252

税務相談 ６月15日9:30 ～15:00

相続税・贈与税・退職金と税金・年金と税金等について
相談を受けます。場所は市民相談室。予約は要りません。

ポリオ予防接種
　接種日現在、生後３か月から７才６か月未満で、２回の接

種を完了していないお子さんが対象です。

　母子健康手帳、すこやかブックについている急性灰白髄炎

（ポリオ）予診票を持って、当日会場へおいでください。なお、

予診票には保護者の押印を忘れずに、また、サイン欄はあら

かじめ記入しておいてください。

　都合の良い日にお越しください。

実 施 日 受 付 時 間 会 場

５月26日（水） 13:15 ～ 13:30 市 公 民 館

５月28日（金） 12:15 ～ 12:30 下北文化会館

６月２日（水） 12:45 ～ 13:00 下北文化会館
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( 1 6 )『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

　

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
等
を

支
援
す
る
た
め
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
実

施
す
る
事
業
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
県
内
在
住
の
10
名
以
上

の
会
員
が
い
る
グ
ル
ー
プ
等
で
、
概
ね

20
名
以
上
が
参
加
予
定
の
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
会

や
講
演
会
な
ど
で
す
。

　

ご
希
望
の
グ
ル
ー
プ
は
、
直
接
青

森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
講
師
派
遣
期
間
〉

平
成
16
年
４
月
〜
平
成
17
年
３
月

〈
募
集
グ
ル
ー
プ
〉20
グ
ル
ー
プ

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
行
政
に
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
『
む
つ
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
』委
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
20
才
以
上

で
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
の
あ

る
方
。
た
だ
し
、
当
市
の
他
の
審
議
会

等
の
委
員
と
な
っ
て
い
る
方
は
除
く
。

〈
任
期
〉２
年

〈
募
集
人
員
〉３
人

〈
募
集
期
間
〉

５
月
31
日（
月
）当
日
消
印
有
効

〈
い
つ
〉６
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉ア
ピ
オ
あ
お
も
り（
青
森
市
）

〈
ど
ん
な
〉

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

（
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
）

ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ『
メ
ド
ウ
ラ
ー
ク
ス
リ
フ
レ
イ
ン
』ラ
イ
ブ

▼
講
演
会 

（
午
前
10
時
40
分
〜
午
後
０
時
10
分
）

『
す
べ
て
の
人
が
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

〜
み
ん
な
が
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
〜
』

講
師
…
タ
レ
ン
ト　

遙
は
る
か　

　
　

洋　

子

※
定
員
230
名

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）

　

県
内
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
自
主
的

運
営
に
よ
る
日
頃
の
活
動
の
成
果
発

表
・
グ
ル
ー
プ
討
議
・
パ
ネ
ル
展
示

〈
対
象
〉

　

18
才
以
上
の
方
で
、
将
来
要
約
筆

記
活
動
を
す
る
意
思
が
あ
り
、
次
年

度
応
用
課
程
受
講
可
能
な
方
。
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
受
講
希
望
の
方
は
、
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
ま
た
は
１
分
間
に
60

文
字
程
度
の
入
力
が
可
能
な
方
。

〈
受
講
期
間
〉

６
月
27
日
（
日
）〜
10
月
３
日
（
日
）の

土
・
日
曜
日
開
催（
全
９
回
）

〈
定
員
〉

 

・
手
書
き
コ
ー
ス
…
…
…
…
…
20
名

 

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
…
…
…
…
20
名

『
か
だ
れ
！
下
北
衆
会
』

第
５
回
開
催

　

下
北
衆
会
に
か
だ
っ
て
く
れ
た
人

た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
し
て
、
い

よ
い
よ
下
北
衆
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
下
北
の
一
番
輝

い
て
、
美
味
し
い
旬
を
探
し
・
紹
介
す

る『
旬
の
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
』を
し
ま

す
。
今
回
の
下
北
衆
会
は
、
こ
れ
ま
で

４
回
の
報
告
を
基
に
い
つ
も
ど
お
り
車

座
で
行
な
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
、
実
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
い
企
業
の
方
な
ど
、
ド
ン

ド
ン
か
だ
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉５
月
21
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

①
い
ま
ま
で
の
下
北
衆
会
の
報
告

②
行
動
計
画
…
（
下
北『
旬
の
カ
レ
ン
ダ
ー

づ
く
り
』な
ど
の
説
明
）

③
討
論

〈
参
加
費
〉300
円（
資
料
代
）

〈
定
員
〉150
名（
先
着
順
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
商
工
会
議
所

�

22

－

２
２
８
１

※
20
グ
ル
ー
プ
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
派
遣
回
数
〉年
１
回

〈
応
募
方
法
〉

　

電
話
等
で
直
接
申
請
書
を
請
求

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
事

業
実
施
１
か
月
前
ま
で
に
、
青
森
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
０

－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３

－

17

－

１

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
師
派
遣
事
業
係

�

０
１
７

－

７
３
２

－
１
０
８
５

０
１
７

－
７
３
２

－

１
０
７
３

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
学
習
す
る
グ
ル
ー
プ
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
男ひ

と

と
女ひ

と

平
等
社
会
の
ま
あ
る
い
灯ひ

〜

な
ど
。
情
報
交
換
や
交
流
の
場
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
講
演
会
に
参

加
希
望
の
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵

送
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
参
加
票
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

※
入
場
無
料
・
当
日
受
付
あ
り
・
託
児
あ
り
・

講
演
会
は
手
話
通
訳
あ
り

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０

－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３

－

17

－

１

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７

－

７
３
２

－

１
０
８
５

０
１
７

－

７
３
２

－

１
０
７
３

〈
応
募
方
法
〉

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
た
も
の

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）に
、
作
文
『
応
募

の
動
機
に
つ
い
て
』（
400
字
程
度
）
を
添

え
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

－

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

市
男
女
共
同
参
画
室

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
０

23

－

５
１
７
８　
　
　
　
　

�sankaku120@
city.m

utsu.aom
ori.jp

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員
募
集

要
約
筆
記
者
養
成
講
座『
基
礎
課
程
』受
講
者
募
集

〈
申
込
方
法
〉

　

往
復
ハ
ガ
キ
に『
基
礎
課
程
』希
望

と
明
記
し
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年
齢
、

職
業
、
受
講
希
望
コ
ー
ス
、
受
講
動

機
を
記
入
の
う
え
、
５
月
31
日
（
月
）

必
着
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０

－

０
９
４
４

青
森
市
筒
井
字
八
ッ
橋
76

－

９

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７

－

７
２
８

－

２
９
２
０

０
１
７

－

７
２
８

－

２
９
２
１
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